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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

　社会心理学・集団力学

　社会心理学の理論の精緻化よりも、社会心理学的な視点を応用して多様な個人の権
利が実質的に保証される社会の構築のために必要となる政策提言に繋がる知見を生む
ことを目指す。

　奈良大学では世界遺産コースを担当する社会心理学分野の教員として、「遺産の保
存」が可能となる人間的要因を社会心理学的に考え、それが日常のまちづくりにどう
生かせるかについて学生に考えてもらう目的で、努めてフィールドワークの機会を提
供している。

日本社会病理学会第24回大会の公開シンポジウム「若者の生きにくさ」にて、討論者
を務めた。

　就職委員会委員・情報処理センター運営委員・学生相談員・学生相談室運営委員

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理学会・日本社会心理学会・日本心理臨床学会・日本グループダイナミッ
クス学会・日本社会病理学会・法と心理学会・公共政策学会・日本教育心理学会

　社会心理学の社会制度・政策への応用。特に、教育政策と災害復興政策を中心
に。

　関西学院大学大学院社会学研究科博士課程後期課程単位修得退学

　修士（社会学）・学士（理学）


